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学位論文内容の要旨
本論文では生態系における分布と空間構造に関して鳥類と樹木の2種類のデータについて統計的手法を用
いて解析を行い､その手法についても提案した｡
最終処分場周辺に生息する鳥類の分布を調査し､自然度という概念を用いて序列化を行 うことで最終処分
場とその周辺植生との違いを示し､最終処分場の生態系での地位を定めた｡序列化の手法は様々あるが､主
成分分析､対応分析､除歪対応分析の3種類の手法に関しても言及した｡その他､調査地域の種の多様性の
観点からも最終処分場と周辺環境の違いを多様性指数の利用により数値として表わした｡
これらの結果､最終処分場が周囲の環境よりも自然度が低いこと､最終処分場の埋め立ての完了後は自然
度が徐々に上がり周囲の環境に近づいていることが示された｡
森林の構造についての研究では､森林の空間的な構造を示す手法を提案した｡森林の樹木に関する研究で
は樹木の分布に焦点を当てたPointProcessを利用して分布の様子を測る手法が確立されつつある｡しかし､
森林は複数のパッチから成るモザイク構造をしており､森林全体の構造を表すにはパッチ単位で考えること
が有効な手段になる｡そのため､パッチの検出法を提案し､調査対象である森林総合研究所の小川試験地の
パッチを検出した｡
パッチの検出にはEchelond飢血ogramを用いた｡これは隣接する樹木を考慮しつつ､樹木の大きさなどの
数値を階層構造で表現する手法であるOこのEchelondendrogramを利用し､近隣地域の樹木ごとにクラスタ
ーを作成することでパッチを同定した｡
小川試験地は林冠と低木層の 2層構造をしているため､各層ごとのパッチを検出し､それぞれのパッチの
特徴と林冠と低木層のパッチの関連性について言及した｡そして､パッチが森林の構造を示すには適当であ
ることが明示できた｡
論文審査結果の要旨
本論文では､鳥類及び森林の生態構造を空間統計学の観点から考察している｡
鳥類の生態系調査では､岡山大学野鳥の会､日本野鳥の会岡山支部の協力の下､新旧処理場周辺地域の3
っのルー トを対象に各季節2回ずつラインセンサス法を用いて､鳥の発見場所及び鳥の種類や数などについ
て自ら実際に現地調査を行なっている｡調査結果を基に､自然環境に対する植生自然度､現地調査で得られ
た植物群落及び土地利用状況をGIS用にデータベース化し､調査面積の計算や鳥類との関連性を分析するた
めに用いている｡統計的解析では､主成分分析で得られた鳥類生息の多様性及び植生遷移を表す軸を基に定
量的な自然度を新たに定義し､植物群落､土地利用及び鳥類に対する自然度を求め､自然環境と鳥類の関連
性及び時系列的な変化について調べている｡その結果､二次林において全自然度の鳥類が一様に分布し鳥類
の多様性を示す一方､最終処理場では､民家などと同様に低い自然度に分類される鳥類が多いものの､民家
に比べて鳥類の多様性がないことが示されている､また､埋め立てが終わった旧最終処理場の自然度が上昇
傾向にあることなどが得られている｡
森林の生態構造分析では､森茨城県の国有林を研究対象エリアとし､林総合研究所との共同研究として樹
木の空間的な階層構造に基づくパッチの検出について研究を行っている｡従来の研究では､対象とする単樹
木の分布に焦点を当てたマーク付き点過程を利用した分析が中心であった｡しかし､森林は複数の林冠
(Canopy)､低木層(Understory)､ギャップ(Gap)から構成されるパッチによるモザイク構造をしており､森林全
体の構造を表すにはパッチ単位で考えることが有効な手段になる｡そこで､対象とする森林を､(1)林冠とギ
ャップ､(2)低木層､の2層により領域を分割し､樹木の大きさにより空間的な階層構造を求めるともに､同
位相をもつ近隣樹木群をパッチとする検出法を考案している｡さらに､それぞれのパッチの特徴と林冠と低
木層のパッチの関連性について検討している｡また､対象とする森林の時系列的な成熟度の変化を計量的に
分析することに成功している｡
これらの研究成果は､2編の査読付き論文､2編の国際会議論文､12件の口頭発表などにおいて全て第
1筆者として公表しており､The2ndJapan-KoreaStatisticsConferenceofYoungResearchersにおいてWikimoto
MemorialFundを受賞している｡これらの研究は､生態空間構造分析に関する理論と応用-の貢献は大きい｡
以上により､本論文は博士 (学術)に値すると判断した｡
